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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 人の活動量を計測する機器は古くから開発され臨床や地域健康づくり現場で用いられてきた。し

かし、その測定精度を検証した先行研究で評価されている動作は、複雑で細かい動きの計測を必要

としない健康な若年者の歩行活動に絞られていた。本学位論文では近年開発され広く普及している

3 軸加速度センサ搭載活動量計を用いて日本人高齢者における活動強度推定精度を検証し、さらに

同活動量計を用いて日本人地域在住高齢者の生活習慣病の罹患状況と身体活動量との関連を評価す

ることを目的とした。 

学位論文の第 1 章では、高齢者の身体活動量測定方法および生活習慣病罹患状況と身体活動量と

の関連を報告する先行研究を考証した。第 2 章では、日本人高齢者における 3 軸加速度センサ搭載

活動量計の身体活動強度推定精度を検証し、その結果を若年者と比較した。第 3 章では、地域在住

日本人高齢者を対象に生活習慣病の罹患状況と 3 軸加速度センサ搭載活動量計で測定した身体活動

量との関連を評価した。その結果、3 軸加速度センサ搭載活動量計による高齢者の身体活動強度推

定は、中高強度身体活動において過小評価する傾向が確認されたものの、実測値に対し強い相関が

認められ、高齢者における群間および群内比較には有用であった。また生活習慣病の罹患数が多い

高齢男性、特定の生活習慣病がある男性では、罹患なしの者と比較して身体活動量が少なく、中で

も非歩行活動が少ないことが明らかとなった。 

従来の身体活動ガイドラインでは強度別の身体活動量の推奨値や生活習慣病との関連は言及され

ているが、今後より適切に地域在住高齢者の身体活動量を評価するには、歩行活動や非歩行活動を

区別する必要があり、客観的にそれら活動を識別可能な 3 軸加速度センサ搭載活動量計の推定精度

と疾病による影響を詳細に明らかにした。本学位論文は、検証に用いた活動量計によって高齢者の

身体活動量を測定評価する全ての研究に対して一定以上の新たな示唆を与えるものである。 

よって、本論文は博士（人間環境学）の学位に値するものと認める。 


